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第22回女性学公開講座
　（2011年11月24日（木）実施）
―社会へ羽ばたくあなたたちへ　女性リーダーたちの応援メッセージ―
キャリアビジョンをまず描こう！！　Ⅵ
　これから社会へ羽ばたく女子大生に、社会経験豊かな先輩たちから応援メッセージをいただ
く機会として第 22 回女性学公開講座が開催された。女性の活躍する場が多様化される現代社
会において、有意義な人生を生きるためにはどのような心構えが必要なのかについて、さまざ
まな分野で活躍している女性リーダーたちの実体験を伺い、自身のキャリビジョンを描いてみ
る絶好の機会となった。
　公開講座第 1 部のパネルディスカションでは、パネリストの渡邉嘉子氏、水野葉子氏、小林
洋子氏が自らのキャリアビジョンを紹介し、昭和女子大生へのメッセージと女性が社会へ羽ば
たくために必要なものについてアドバイスされた。まず、渡邉氏は男性求人ばかりの時代に、
自分を生かすよい仕事を見つけ、結婚し子どもを出産しても働き続けられる自立した女性にな
るのが夢であった。水野氏は心からワクワクすることを見つけて一生懸命やることを心掛け、
アメリカ留学で身に付けた英語力を生かして、外資系の会社に勤めながら、通訳やオーガニッ
ク食品の検査委員までなさっている。小林氏は法律家になることを志したが、インターネット
サービスの OCN プロバイダーを立ち上げるような技術系の仕事に携わるようになった。普通
に働いて幸せになりたいと思い、33 年間同じ会社で育ててもらった充実感が得られたなど、ま
さに理想的なロールモデルとなるパネリストたちの姿勢に学生は大いに魅了されたようであっ
た。
　また、女子大生へのメッセージとして、次のように語られた。女性が社会で自分の個性を発
揮するためには、人の心を動かすためのコミュニケーション力を磨いていく必要がある。人の
心を動かす力をもつことが成功させる上での重要なポイントであり、論理的にものを考え、相
手が納得するような伝え方を身につけるために、マナー、敬語、社会常識、専門能力はもちろ
んのこと、同時に笑顔、明るい声、立ち居振る舞いにも気を配らなければならない。小さな声
で自信なさそうにではなく、堂々とはっきりした明るい声でメリハリを利かせ、自立していく
ための姿勢を正しくし、自分の長所をしっかりと認識していくことも大切である。また、働く
ことは人と出会うことであり、チャンスが訪れるたびに潜在的能力が啓発され自分自身が成長
していくためにも、働くことに必要な総合的な教養を日ごろから培うよう心掛けてほしい。さ
らに、心からワクワクすることを発見し、今日という日を後悔のない一日とするためにベスト
を尽くして頑張ってほしい、という暖かいメッセージをいただいた。学生一同が熱心にメモを
取りながらパネリストたちの貴重なお話に耳を傾けていた。
　続いて第 2 部のテーマ別グループ討論では、「働き続けるために：仕事選び、配偶者選び」
「資格とキャリアップ」「就活に役立つキャリアビジュン」「キャリアを拓く：学生時代に必要
な学び、習得する力」「企業が欲しがる女性人材とは」など、それぞれのテーマのもとで、女
性リーダーの方々の実体験による的確なアドバイスをいただきながら、参加者たちが率直な思
いを述べ合い、活発な意見交換が行われた。最後に各グループ代表による討論内容の報告が
あった。公開講座に参加することで、心強いメッセージに刺激を受け、今後自らのキャリアビ
ジョンを描く上で大いに参考になったと思う。
 （胡　秀敏　　日本語日本文学科教授　女性文化研究所所員）
? 1?????????????????????????????????
??????????????（NTT Com チェオ株式会社代表取締役社長）
???????????（有限会社リーファース代表取締役社長）
???????????（ヒューマン ･ コミュニケーション研究所所長／ GCDF- ジャパン国際キャリアカウンセラー）
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? ?：みなさんこんにちは。私たちの持ち時間は正味 45 分です。パネルディスカッションで
すがこの時間ではなかなか結論が出ません。ですから今日この場では、皆さんにこういう風
な経験を積んできた、こういう先輩たちがいるんだなということで何かの参考にしていただ
ければありがたいと思います。
　 　女の一生というのは極めてバラエティー豊かです。男性の場合パターンはさほど多くあり
ません。学校を出て、仕事をして、その間に奥さんをもらって子どもが出来て、家事も親の
介護も奥さんにお任せ、以上。女性の場合は、いろいろなパターンがあります。学校出てか
ら一生働かないでパラサイト型の人生をお選びになる方もいれば、一生仕事だけの方もい
る。仕事をして結婚して子どもを産んで、子どもを育てて、会社をお辞めになる方もいる
し、会社に戻られる方もいる。もしくは会社を全く辞めないでそのまま家庭と両立して続け
られる方もいる。その間に親の介護とか、家事というミッションもあります。このようにバ
ラエティー豊かな女性の一生を考えると、皆さんの年齢にもし戻れるのであれば、もっと
はっきり自分のキャリアビジョンを描いておけば、遠回りをしなかったと思えることがたく
さんあります。もっと明確に自分はいったい何をやりたいのかということを自問しておけば
よかったと思います。
　 　皆さんは、今日はおうちに帰ったら自分は何をやりたいんだろうと考えていただけるとあ
りがたい。その参考にしていただくために私たちのキャリアビジョンについてこれからお話
をさせていただきます。まずはこのお二方ですが、渡邉さんはご結婚された後にリクルート
に入社をされたというキャリアをお持ちです。それから水野さんはグローバルに活躍されて
いる、けれどもそのグローバルの世界に行かれるまでは非常に有名な日本の堅い会社にもい
らっしゃった。私は日本企業でずっとやってまいりました。早速ですが渡邉さんから自己紹
介を兼ねてご自身のキャリアビジョンをお話しください。
? ?：私の母は 22 歳で離婚して、実家に戻っていました。私は 2 歳くらいでしたが、祖父の
養女で 5 番目の子どもとして育ちました。私は 10 歳の時に一番上のちょっとやりにくい、
うるさいお姉さんだなと思っていた人が自分の母親だということを知りました。その時、こ
れまでみんなは私のためを思って結束して嘘をついていてくれていたんだと思うと、人間と
いうのは本当にいろんな人たちの心配りの中で育っているんだ、そして人間の命というのは
どこに生まれるか分からないということを感じました。人間はひとりで生まれてひとりで死
んで行くということを 10 歳の時に感じたんです。
　 　その時からひとりで自立できる女性になりたいというのが私の夢になりました。母は離婚
していましたから手に職をつければ自立できるということで、商業デザイナーになろうと思
い大学 4 年生になって就職活動を始めました。しかし、就職課には男性の求人ばかりで、女
性の求人はほとんど皆無でした。仕方がないので祖父に東洋レーヨンの常務さんのところに
巻紙の依頼状を持って行けと言われ、そこの広報の人が私を 5 社位つれて回ってくれました
が、皆とっても迷惑そうでした。スポンサーから言われたから女子学生に会ったけど、どう
せすぐ結婚するんでしょ、教えるだけもったいないと言われました。一生懸命教えても 3 年
でやめてしまっては教えた甲斐がない、そう言われて私はずっと続けますと言っても信用し
てもらえないというがわかりました。その時、女性ってこんなに信用がないんだ、社会で働
いていく上で、戦力として期待もされていないし、求められてもいないんだと、ひしひしと
感じ非常に落ち込みました。人間努力して成功する場合もあるけれど、努力しても場を与え
られない場合もあるということがわかりました。私はなんとか小さなプロダクションに入り
ましたが、そこは保険も年金もないところでしたから、1 年後にアルバイトで働ける 60 人ぐ
らいの松下グループの広告宣伝を作る会社に入り 2 ヶ月後に正社員になることが出来まし
た。私は就職のときに苦労したので子どもが出来ても、夫がいても働き続ける実例を見せて
いかないと女性の未来はいつまでもどうせすぐ結婚するんでしょ、本気で仕事する気ないん
でしょ、といわれるだろうと思い、少なくとも結婚しても子どもを産んでも仕事を続ける人
間になりたいと思いました。それが私のキャリアビジョンで、夢になりました。私は 26 歳
で結婚して 27 歳で子どもを産んでも続けられる可能性のあるところを探して、リクルート
の中途採用試験を受け採用されました。31 歳の時出産し、1 ヶ月後に母の協力を得て仕事に
復帰。約半年後の人事発令で管理職となり住宅情報の編集長も担当するようになりました。
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男性は妻子がいて自分を生かすいい仕事ができる、女性も夫子がいて自分を生かすいい仕事
が出来て当然の社会をつくる。こういうことを自分が実践していかなければ後輩の道は閉ざ
される、そう思ってやってまいりました。私は定年までリクルートで編集長の仕事を中心に
仕事を続け、その後は自分で事務所を作って自立しております。
? ?：素晴らしいですね。冒頭からドラマを見ているような、それにしても生半な苦労ではな
かったと思います。それを考えたら、自分は大変だと思っていらっしゃる方、うんと簡単な
んじゃないかなとちょっと安心感が出てきたのではないかと思います。次に水野さんお願い
いたします。
? ?：今日のタイトルにはふさわしくないのですが、私にはキャリアビジョンはありませんで
した。改めてキャリアビジョンといえるようなものは何があったかなと考えてみると、幼稚
園の時にバスの車掌さんに憧れていました。今はワンマンバスなので聞かないと思います
が、当時は車掌さんが切符を切っていたんです。その車掌さんに憧れて、大きくなったらバ
スの車掌さんになりたいと強く思っていました。しかしその職業がなくなってからしたいこ
とが特になかったんです。ただ、ワクワクすること、したいことはしてきました。英語の音
楽にすごく惹かれて初めてファンクラブに入ったのがモンキーズというグループでした。英
語の音楽を一生懸命聞いて、英語の音楽を聞くとワクワクしたので、英語のポップスとか
ロックなどの音楽を聞いて勉強をしていました。英語が好きですから、もっともっと知りた
いと思い、英語の勉強をして、テストもいろいろなものを受けました。その時は高校 3 年生
で英検 1 級をとって、もう英語のテストで受験するものがなくなってしまっていました。私
は立教大学に行っていましたが、交換留学のテストっていうのがあって、英語のテストが受
けられるということで留学試験を受験し、今まで男性しか受かってなかったところに女性と
して初めて受かり、タダで交換留学させていただいた経緯があります。
　 　大学の就職試験のときには、日産自動車と外資系の会社に受かりました。外資系の会社で
は英語が使えるだろうし、お給料がちょっと高かったし、外資系の会社の方に惹かれていた
んです。外資系の会社に決めようと思っていたところ日産自動車の人事部の方からぜひ会い
たいとお電話をいただきお会いして日産自動車に就職することにしました。実は、面接試験
の時に「あなたの好きな車は？」と聞かれ「RX-7 です」答えたんです。「そうなんだ。なん
で好きなの？」「エンジンがすごくいいと思います」って。そうしたら、人事部で「あれほ
どうれしそうな顔をして、他社の車を堂々と言ったのはあの子が初めて。是非あの子をとり
たい。」ということになったらしく、採用されることになったんです。入社後、私は英語が
出来た方なので、入社 1 年目なのに石原社長さんの通訳までさせていただきました。そうし
たら同じ部の先輩たちが「通訳会社をスタートした方がいいんじゃない？」と言ってくれた
んです。それもそうかもと同時通訳の学校に通い、翻訳・通訳会社も始めました。24 歳の時
でした。そして日産からもお仕事をいただいたんです。通訳というのは相手の気持ちになっ
て訳さないといけないのでいろいろと勉強させていただいきました。その後、結婚してアメ
リカに行き、今度はアメリカ人に日本語を教えたいと思い、アメリカの大学院に行き、日本
語の講師としての仕事もいただいて、講師なので大学院の費用もぜんぶタダになってとラッ
キーでした。それから大学院を修了し、出産をして帰国し、日本では東京の YMCA 専門学
校で英語を教えていました。そしてその後、残念ながら離婚ということになり、どうやって
生きていこうかなと思いました。アメリカにいた時にオーガニック食品に惹かれ、オーガ
ニック食品を食べていました。でもオーガニックの検査員の資格を日本でとった人がいない
というので、アメリカで資格を取っていました。その資格を持っていたのは私だけだったの
で、離婚後もオーガニックの検査員として仕事をしました。今はオーガニック検査をするだ
けではなく食品の認証会社を運営しています。日本オーガニック検査員協会というところで
検査員の指導も行っています。していることはバラバラのようですが、すべての経験が今に
結びついています。日産自動車では営業を担当していたので人との対応を学びましたし、通
訳をすることによって相手の心に入り込んで相手の気持ちを理解するということも勉強させ
ていただきました。アメリカの大学院に行くことによって、論文を書く力とか、コミュニ
ケーション力もつきました。教師になったことによって、生徒の全体像を把握し、良い点を
引き出そうとすることを学びました。それが今の検査の仕事においても活かされてきていま
す。
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　 　私が皆さんに伝えたいことはとにかくワクワクすること、したいことをみつけて、それを
一生懸命やりなさいということ。そうすると自分が何をやったらいいかということが見えて
くる。キャリアビジョンは今、無理して見つからなくても大丈夫だよと言いたいと思いま
す。
? ?：ありがとうございました。お伺いしてみるとキーワードが出てきましたよね。ワクワク
すること。水野さんの場合は英語がお好きであったということ。そしてさらっとおっしゃい
ましたが波乱万丈ですね。でもそれを全く感じさせないこの明るさというのがひとつのサク
セスへのキーファクターじゃないのかという気がします。
　 　さて、私の場合ですが、私は転職を一回も経験しておらず、結婚しましたが離婚も経験し
ていません。電電公社に 1978 年に入ったのですが、その後電電公社は NTT となり、NTT が
4 つに分かれて NTT コミュニケーションズ となり、今も NTT グループにおりますが、会社
の方がどんどん変わっていってくれました。皆さんの年齢の頃、私はモヤッと法律家になり
たいと思っていて、法学部で弁護士になるべく勉強をしておりました。落ちたら適当にその
辺のイイ男と結婚すればいいやと思っていましたが、世の中そんなに甘くはなく、両親が
「卒業したら当然働くんでしょ」と。司法浪人はだめと言われてあわてて就職しようと思っ
たんです。面接をいろいろ受けましたが氷河期で、四年制の大学しかも法学部を出て就職と
いうのは当時は「変わった人」扱いだったので、基本的に就職はなかったんですが、電電公
社と公務員は極めて平等に扱ってくれました。その中で電電公社の面接担当者が大変イイ男
だったので迷わず電電公社に就職して…。面接では立派なことを言いましたが、心の奥底で
は普通に働いて幸せになりたかった。大学時代に私がノートを貸してあげた男の子たちがど
んどん先に就職が決まり、私はすごく苦労して会社に入って、男女平等のはずなのにやっぱ
りちょっとどこか違うなと感じました。冒頭に渡邉さんがおっしゃっていたように、世の中
はものすごく、厳しかったんです。女性はすぐに辞めたらという風潮もあり、平等な会社の
はずだけれども、雰囲気はそうでなかったというようなこともありました。そうなると普通
に働いて幸せになるという私のキャリアビジョンは揺らぐわけです。このまま辞めてしまっ
たのでは普通に幸せになれないと思い、辞めないでがんばりました。嫌な仕事もたくさんあ
りましたが、転勤や出向もして、いろいろな仕事を経験させていただきました。結果的に男
ばっかりの会社に入って男社会のオヤジのルールを学習し、いやだなあと思いながらも畑違
いの仕事にもチャレンジするうちにいろんな能力が開発されたような気がします。その中の
ひとつが、技術系の仕事です。インターネットプロトコールを生かしたサービスということ
で OCN というプロバイダーの立ち上げをいたしました。その後は OCN を No.1 にしていく
というミッションもあり、振り返ってみると 33 年間ひとつの会社におりましたが、自分が
幸せだなという風に思えます。普通のおばさんかどうかは分かりませんが、幸せな普通のオ
ヤジにはなれたような気がします。ただ、今考えてみると女性であったということが非常に
有利でした。たぶん私が男性だったらきっと NTT コミニケーションズの取締役にはなれな
かったのではないかなという気がします。結果的には女性で非常に良かったということ、会
社に育てていただいたというのが私の今までのキャリアです。
　 　ということで、後の時間ですが、昭和女子大学の皆さんへのアドバイスと、さらに深掘り
して女性が社会で羽ばたくために必要なことをお二方にお伺いしたいと思います。
? ?：女性が社会で個性を十分に発揮していくためには、コミュニケーション力をしっかり磨
いておく必要があると思います。今、企業のほとんどが採用する人にコミュニケーション力
を求めていますが、そのコミュニケーション力というのはいったいどういうことかという
と、「人の心を動かす力」のことです。おしゃべりが上手だったり、会話力があるという表
面的なことと考えないで欲しいと思います。人の心を動かせる力を持つということが、将来
自分を成功させていく上での重要なポイントになると思います。人の心を動かすには、論理
的にものをしっかり考えて上手に説明する能力の一方で、相手の感情を考えて、人間の
フィーリングとして納得させることができるような力が必要です。理性と感情を両方ふまえ
た上で、人を味方につけるコミュニケーションができるようになって欲しいと思います。そ
れには当然マナーとか、英語とか、一般社会の常識とか、専門的な能力など、そうしたもの
が全部トータルに必要になってきます。そして、笑顔や、動作、立ち居振る舞いも全部自分
自身の表現として相手に伝わっていくものですからコミュニケーション力ととらえていいと
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思います。今の若い女性は、発言の場面で小さな声で自信なさそうに話をしたりしますが、
ぜひ堂々と、はっきりした明るいよく聞こえる声で話をする人になって欲しいと思います。
小さな声でぼそぼそ話していると消極的だと思われるし、この人はあまり頼りにならない人
だと思われてしまいます。自分にしっかりメリハリを利かせていく姿勢も大事です。体を曲
げたままで話をしても勢いがないように見えます。ひとりの人間として世の中で自立してい
くためには、座っている時も立っているときも姿勢を正しくして話をするということを心が
けて欲しいと思います。自分の強み、現在持っている資源、使える財産は何だろうというこ
とを自分なりに検討して、上手に生かしていって欲しいと思います。
? ?：今のお話の中でコミュニケーション能力というのは話す能力だけではないということを
教えていただいたんですけれども、特に女子大生の皆さんにたくさんのコミュニケーション
能力の中でここだけは押さえておきなさいよというところはありますか？
? ?：私は面接を突破する時のポイントとしては目を輝かせて相手の話を聞く、真面目な顔し
て聞いている一方で、時々心からニコッと笑うことのできる練習をしておいた方がいいと思
います。
??：目を輝かすにはどうしたらいいですか。
? ?：面接の時に初対面の方だと不安ですよね。この人は本当に私の味方かしら？ひょっとし
たら怖い人なのかな？と思いますよね。その時にこの人は絶対に私の味方だと思ってお話し
することですね。
? ?：面接官は怖い顔しているけれども、実は私の味方だ。心の底から信じ込むと。そういう
ことですね。
? ?：そうすると面接している方も落としにくくなるんです。こんなに自分を信頼してくれ
る。こういう若い人と一緒に仕事したいという気持ちになります。
? ?：私の娘は大学 3 年生と 4 年生です。娘やその友達で、就職活動は大変だといわれるこの
時期に案外トントンと決まった子の共通点は何かと思ったら、みんな明るくて素直、それに
ポジティブなんです。私が娘たちに伝えたことは 5 つあります。①ワクワクすることをす
る。私は英語で結局今の職についています。私の友達は家具を見るのが大好きでした。文系
でしたがインテリアコーディネーター No.1 になりました。それも始めたのは 40 歳です。そ
れまでは簿記の仕事をしていました。そのように心からワクワクするものがあったとしたら
ラッキーで、それを徹底してやるというのがいいと思います。②ベストを尽くす。やっぱり
私はしたいことにはベストを尽くしていると思います。③ポジティブを心がける。例えば就
活で落ちたとしても「ま、いっか。縁がなかったんだよね。次があるわ。」そんな感じで自
分に言い聞かせていると絶対にご縁のあるところが来ると思います。④ロールモデルを持
つ。友達でも、先生でも、スターでもいい。あの人のようになりたいと思い、その人を目指
して、仕草とかを真似てみる。⑤やりたいと思ったら行動する。私は 3 日間ルールを決めて
います。3 日間続けて食べたいとか、やりたいとか思ったことは行動に移します。ですから
この 5 つを皆さんにもお勧めしたいと思います。
　 　それからグローバルな視点から言うと、アメリカというのは男女平等の世界ですけれども
逆に特に女性だからといって甘えを持てません。重いものも持つし、普通だったら戸を開け
てもらえたりするかもしれませんが、仕事では甘えは許されません。だから絶対に甘えを持
たない。そして、トップに就く人は日本でも海外でも、他者への思いやりというのをしっか
り持っていると思います。ですから自分だけ良しとするではなく、他者への思いやりをしっ
かり持つということ。また、こまごましたことで愚痴を言うのではなく、ここぞといったと
きにしっかりと意見を言えるようになってください。
? ?：皆さんが漠然と想像していらっしゃる会社というのは、すごく大変そう、遅刻もできな
いし朝から晩まで働いて、くたびれ果てて満員電車に乗り、つまらなさそうというイメージ
があるかもしれませんが、そんなことは全くありません。会社は楽しいです。いろんな人生
がありますので、渡邉さんや水野さんのように自分の才能を生かしてどんどんチャレンジし
ていくことも素晴らしいと思います。しかし特に才能がない場合でも、会社に入ると会社が
才能をどんどん開発してくれます。これは非常にラッキーなことです。ひとつ例をあげて言
いますと、会社に入るといろんな人と出会えるチャンスが増えます。社内はもちろんです
が、ビジネスの相手、いろんな人と出会うことができます。いい人がすごく多いですが、イ
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イ男も多いです（笑）。ちなみに私の夫はものすごくイケメンでめちゃめちゃ優しいです。
会社がらみの仕事で見つけました。この会社に入ってなかったら一生出会えることはなかっ
た人です。その他にも、マレーシアの元首相マハティールさんとか、福山雅治さんや木村拓
哉さんにも仕事を通じて会えました。そして、何よりいろんなチャンスが来るので自分自身
が成長できます。自分が全くできないと思っていたことができるようになるということが非
常に大きいです。会社いいとこ一度はおいで、入ったら絶対辞めないでねというのが私の一
つ目のメッセージです。二つ目は、特に日本型の企業に入られる時には、ぜひやっておいて
いただきたいことですが、大人としての基本動作を学生のうちから修得しておいていただき
たいということ。例えば絶対に時間には遅れない。ドタキャンはしない。言い訳はしない。
それは仕事だろうとなかろうと同じ事です。大人として基本的なことは、約束を守るという
こと。後はあいさつが大声でできる。相手が何か言った時に効果的にうなずく。ここぞとい
う時ににっこり笑ってうなずく。それから笑顔。美しい笑顔は鏡を見て練習すれば必ずでき
るようになります。そしてエレベータートークです。これは何かというと、エレベーターの
中のような 30 秒程度の短い時間で自分の言いたいことを伝える能力です。言いたいことを
パッケージにして頭の中に入れておくという習慣です。それから一般的なビジネスマナー。
どっちが上座とか、目上の人にはどういう風にするとか、敬語と謙譲語、丁寧語の違いと
か。たくさん言いましたがこれらはすべて大人としての基本動作です。修得しておいていた
だけるといいと思います。三つ目のメッセージは自分というのはどういう人かというのを学
生時代の時間のあるうちに因数分解しておいて欲しいということです。自分がやりたいこ
と、やりたくないこと、自分が何に貢献できるか。自分という人の特技や弱み、そうしたも
のを分析して、自分の人生をどういうものにしたいかという自分との対話をしてください。
これは紙に手書きするのがベストですが、パソコンで書く場合は、ブログ等ではなく公開し
ないファイルに書くこと、人が絶対見ない自分だけのものとして書くと正直な自分像が見え
ます。四つ目、最後のメッセージですが、学生のうちにひとつ、これだけは誰にも負けない
と思える技を身につけておいてください。英語でも、パソコンでも、走るのが早いとか、剣
道が得意でも、水泳でもダンスでも歌でもなんでもいいので、「一言で語れる私の特長」と
いうものをぜひみつけておいていただきたいと思います。
　　それではクロージングで、皆さんから一言ずついただきたいと思います。
? ?：正社員になることを考えてください。アルバイトとか派遣に一旦なりますと後で正社員
になるのが非常に難しくなります。新卒の時には正社員を目指すというのが基本です。よほ
ど特殊な仕事で正社員の求人がない場合は仕方がありませんが。それから人の心を動かす
「コミュニケーション力」が身につく営業職にもぜひ興味を持って欲しいと思います。今、
女性の人生 90 年は普通です。100 歳まで生きる可能性があります。皆さんは年金先細りとい
われている時代に向かっています。定年後、安心して生きていくためには自分でお店や会社
を経営するくらいの基礎能力を持っておいた方がいいです。だから企業に入ったら、リー
ダー、マネージャーになるところまでぜひ頑張ってください。2020 年には社会のあらゆる場
面において、少なくとも 3 割の女性をリーダーにすると国は決めています。ですからぜひ皆
さんは 9 年後に係長とか課長とかになっていて欲しい。そして、そんなしんどい仕事できま
せんとかいうのではなく、まずやってから考えてみてください。経営資料など、会社の一番
大事な情報はマネージャーになった時にやっと来る。そうなって経営やビジネスの面白さが
わかるんです。そして、会社というのはお給料をもらいながら教育してもらえる大変ありが
たい場所だと思って給料以上の仕事をしてください。給料以上の仕事をすれば粗末にする会
社はありません。上司や周りの人、みんなを育てるくらいの気持ちで仕事をしてください。
そうすれば必ず自分らしいいい仕事のできる立派な大人になれると思います。
? ?：最後に皆さんにお伝えしたいのは、「今日という日を一生懸命生きてください」という
こと。明日という日がどういう風になるかわからないこの世の中で、今日という日を後悔の
ないようにベストを尽くして生きてください。
? ?：後 1 分です。これまで何分何分と時間をあえて申し上げている（紙面の都合上、文中で
は割愛させていただきました）のは、タイムマネジメントをやっているということを印象に
残していただきたかったからです。タイムマネジメントというのは社会人としての一番大事
な能力のひとつであります。限られた皆の時間、限られた自分の 24 時間、限られた自分の
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一生をいかに効率よく使うか。これを常に良く考えていただきたいと思います。
　 　最後に、本日のパネルを通じて私たちの中の誰かが、もしくは全員が皆さんのロールモデ
ルのひとりになることができたら非常に幸いでございます、それではみなさんどうもありが
とうございました。
? 2????????????
　グループ討論は 5 つのテーマで 5 グループに分かれて行われた。討論終了後、各グループの
代表リーダーと代表者による報告がなされた。
A????????????????????????
???????????（独立行政法人　国立女性教育会館理事長）
? ?：自己紹介をしているうちに、「なぜそのボランティアに行こうと思ったのですか」とか、
就職活動をしている 4 年生には「1 年前は何をしていましたか」とかお互いに質問し合って、
交流できたことがとても良かったと思います。この後、楽しいことも厳しいこともあると思
いますが、「内定がゴールではない」ということに気がついた皆さんの社会人になってから
のがんばりに期待したいと思います。
? ? A：私がとても印象に残ったのは 3 人の先輩が皆さん同じく人とのつながりを大切にした
仕事に就きたい、配偶者選びは同じ価値観を持った人と出会いたいとおっしゃっていたこと
です。配偶者選びは自分の一生のパートナーとしてとても大事なので慎重に選んだほうが良
いと話し合いました。また、現場の声を聞くということはとても必要だと改めて認識しまし
た。この大学でもこうした機会がせっかくあるのに、皆さん怖々していて参加していないと
良く聞くのですが、積極的に参加して現場の声を聞くべきたと感じました。頭で考えるより
行動することがとても大事です。その一歩の勇気がとても難しくて怖くて踏み出せないでい
るけれど、勇気を持つことが将来のビジョンの原点であると思いました。
B???????????????
???????????（有限会社　リーファース代表取締役社長）
? ?：すでに何をしたいかという考えを明確に持っている方がほとんどでした。教職に就きた
い、学芸員になりたい、社会福祉の道に進みたい、2、3 年生でちゃんと自分の考えを持って
いてすごいと思いました。皆さんにワクワクすることはなんですか、趣味は何ですかという
のをお聞きしなしたが、皆さんはっきりと目をキラキラさせて答えてくださったのが印象的
でした。趣味やワクワクすることを大切にしていただきたいと思いました。
? ? B：それぞれが今、資格に向かって頑張っていますが、日常の中の様々なことがその資格
に繋がっていると感じました。最初に趣味やワクワクすることを話しました。ワクワクする
ことをしていると自然に笑顔になってくると思うので、笑顔で過ごせるようにワクワクでき
ることをしていけたらいいなと思いました。また議論の中で、海外で仕事をする上で日本の
ことを伝達できることがとても大切だという話がありました。文研や女教をやっていれば歌
舞伎など日頃あまりふれることのないことも経験できるので昭和女子大学の学生としてそう
したことも一生懸命やっていけたらと思いました。
C???????????????????
???????????（株式会社　彩声代表取締役社長／ボイスコンサルタント＆ボイストレーナー）
? ?：就活最初に必要となる自分を PR するということで 1 分間の自己紹介をしていただきま
した。その中で皆さんが持っている、これからどういう風にやっていきたいかということを
語っていただきましたので大変参考になったと思います。そして、皆さんが非常によく今日
のパネルディスカッションの話を受け止め、これを持って私たちは就活に臨むという決意を
語ってくれたので私はそれがとてもうれしく思いました。
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? ? C：自己紹介では大切なことがいくつかありまして、まず、ひとこといって、お礼をして
から自分の名前をいうというポイントを含めて一人一人自己紹介をしました。そこでは声の
トーンや大きさ、それぞれの持っているキャリアビジョンによって何が必要なのかなどのア
ドバイスをいただきました。また、最後には三つのアドバイスをいただきました。一つ目は
第一印象が一番大切ということです。これは顔がイキイキしていることです。元気そうに見
えること。二つ目は言葉をはっきり言うことです。これは言いたいことをちゃんと言うこと
で、これも面接ではとても必要なことだと思いました。三つ目は姿勢を良くするということ
です。ただ緊張して姿勢を良くするだけでなく自分自身がリラックスすることで相手にもと
ても良い印象を与えられるとのことです。
D?????????????????????????????
???????????（ヒューマン ･ コミュニケーション研究所所長／ GCDF- ジャパン国際キャリアカウンセラー）
? ?：みんなが心配なこと聞きたいこと、勉強すべきことはどんなことなのかということを最
初に一人一人から聞きました。2 年生が多いせいか就職の実際というものがどんな活動なの
か良くわからないという方が多かったです。企業はコミュニケーション力を重視して採用す
るということですが、それはどうしたら身につくんでしょうかという質問もたくさんありま
した。そして、企業や職業を選ぶというところではまだ漠然としている人たちが多いと感じ
ました。ですからそれについて、具体的にいろいろお話させていただきました。
? ? D：まずコミュニケーション能力についてですが、一つ目に自己分析。自分がどういう人
間であるかということをまず自分で把握すること。そして二つ目に言葉づかい。言葉づかい
で印象が変わるので言葉づかいに気をつけるということです。そしてこれだけは負けないと
いう強みを身につけるということ。あとは新聞を読むということ。新聞や経済紙等を読んで
今の就職状況や時代の動きを把握することです。就職については 20 社以上受けてみること。
そして落ちても落ち込まないこと。企業選びは、企業の三要素といわれる「人・もの・金」
という視点で企業をみることについてお伺いしました。私は 4 年生ということで皆さんの先
輩にあたりますので就職活動を終えた身として皆さんにアドバイスしたいと思います。私は
人との関わりについてすごく興味があり、ホテル業界を志望し内定をいただきましたが、面
接で特に気をつけるのは、自分の良いところを見せるのではなく、自分を紹介することで
す。面接で良いところを見せようとする方がたくさんいると思いますが、ぜひ自分を紹介す
るように心がけてください。
E??????????????????
???????????（NTT Com チェオ株式会社代表取締役社長）
? ?：E グループは 33 名という名簿をいただいていましたので、討論は無理だと思いディス
カッションではなく、この短い時間でみなさんに伝えられることはすべて伝えたいと思いパ
ワーポイントの資料を用いて話をした後、質問をいただきました。そこで感じたのは皆さん
しっかりしていらっしゃるということ。やはり歴史と伝統のある昭和女子大学ここにありと
いう感じがいたしました。非常にうれしかったです。
? ? E：最初のお話でたくさんのことを教えていただきました。その後の質疑応答でいろいろ
質問をさせていただきました。その中から三つほど報告させていただきます。一つ目は家庭
と会社との両立は難しいのではないかといこと。これには配偶者がいることで一人でやらな
ければいけない家事を二人でする負担の軽減や、家庭と会社を両立することによって会社か
ら得られる評価などのメリットを教えていただきました。二つ目は時間管理をどのようにし
たらよいのかということ。待ち合わせの場合に 30 分前に到着して周りを見ておいたり、時
計を進めておいたり、自分の仕事の中から任せられることを他の人に協力してもらうなど会
社においても私生活においても時間管理が大切なことを教えていただきました。また面接で
大事なことでは、面接中に固まらずに話し続けることや論点をまとめること、失敗をしても
笑顔で乗り切り、ポジティブな精神を忘れないということを教えていただきました。
